
湧心館高等学校（通信制） 平成２９年度学校評価表 
 

１ 学校教育目標 
１ 本県の「教育指導の重点」及び「取組の方向」を基本に据え、校訓「自主」「責任」「創造
」に則った教育実践を行う。 

２ 全日制・定時制・通信制各課程の単位制の特徴を生かした多様な学びの中で、生徒が、自己
の特性を明確に自覚し自己実現していく態度を育成する。 
３ 熊本地震を経験した生徒の学習意欲及び防災意識の高揚と、地域と一体となった災害時の

連携体制を進める。 

 

２ 本年度の重点目標 

１ 確かな学力を育成し、自己実現を図る態度を育む 

（１）主体的・対話的で深い学びの中で、思考力、判断力、表現力を育む。 

 （２）学習習慣を身に付けさせ、教育的ニーズに応じた個別支援を行う。 

（３）望ましい勤労観・職業観を育成し、個に応じた進路指導を行う。 

２ 道徳性と豊かな情操を育む 

（１）命を大切にする心と自他の大切さを認める態度を育む。 

 （２）規範意識を身に付けさせ、善悪を判断し自らを律する力を育む。 

 （３）我が国の伝統と文化を尊重する態度とグローバルな視点を育む。 

３ 心身の健康を自己管理する態度を養う 

（１）正しい食習慣と生活習慣を身に付けさせる。 

 （２）運動に親しむ態度を育み体力を向上させる。 
 （３）危険を予測回避する力を向上させる。 

 

３ 自己評価総括表 
    評価項目 

評価の観点 具体的目標 具体的方策 評価 成果と課題 
大項目 小項目 
 
学校 
経営 
 

広報･募
集活動の
推進 

後期入学を含む
本校通信制教育
のシステム・特色
等を周知徹底し、
入学生徒数維持
を図る 

前・後期（新
入学･転編入
学等）入学者
数の現状維持
を目指す 

・体験入学実

施 

・ﾒｰﾙ配信、Ｈ

Ｐ活用 
・中学校、高
校への学校訪
問･説明会実
施等 
・「図南」を
広報誌と位置
づけ、適宜配
付 

 
 
 
 
 
 Ｂ 
 

 

県立高校、中学校
等へ体験入学・学
校説明会の案内を
メールで送付した
。体験入学は、前
期・後期各１回実
施し、好評であっ
た。特に後期は日
曜日実施のため、
参加者が多かった。 

生徒の自

学自習力

及び自主

性を向上

させる 

生徒の自学自習
力及び自主性を
向上させる 

全体の進級率
を７割以上と
する 

・担任面談、
生徒相談徹底
、学習支援充
実 
・学年集会の
実施・進路指
導の充実 
・学校情報発
信の工夫･改
善及び周知徹
底 

 
  
 
 
 Ｂ 

４年生の卒業率（見
込）は６１％であり
、全体の進級率は目
標の７割にやや足
りない見込み（６８
％～６９％）である
。 

協力校の
教育活動
の充実 

協力校生徒に対
する生徒相談･進
路指導･学習支援
等の充実を図る 

希望する生徒
全員の進路実
現を目指す 

・ハローワー
ク活用 
・進路相談充
実 
・生徒相談充
実 

 
 
Ｂ 

概ね目標達成の見
込みである。引き続
き目標達成に向け
て指導を行ってい
きたい。 

全学年次の進
級率を７割以
上とする 



学力  
向上 
 

生徒の自
己管理・
自己責任
による「
自学･自
習」の徹
底（自主･
責任） 

出席率、レポート
の提出率を上げ、
進級・卒業率向上
につなげる 

出席率、レポ
ートの提出率
を全教科で前
年度比５％増
を目指す 

・学習会、Ｈ

Ｐ等によるレ

ポート作成支

援 
・受講指導・
受講手続き時
における、生
徒への自己管
理指導の徹底 

 
 
  
 
Ｂ 
 

レポート提出率２
月１日現在で71.7
％と、前年度とほ
ぼ同じである。丁
寧な指導ができて
いるが、平日登校
できない生徒への
対応が課題である
。 
 

学習会の
活用推進 
 

学習会の活用に
より、進級率向上
や進路実現につ
なげる 

資格取得率、
出席率の前年
度比５％増を
目指す 

・内容及び指
導の充実 
･生徒への周
知徹底 

 
 
Ｂ 

資格合格率は３３
％で２１ポイント
減少、学習会出席率
は５３％で１４ポ
イント増加した。 

生徒の学
力向上に
つながる
ＩＣＴを
活用した
授業研究
の推進 

協力校の生徒を
対象とした「遠隔
地学習支援」の充
実を図る 

遠隔地学習支
援の運用方法
（設備･運用･
規程等）の方
向付けを行い
、次年度以降
の実施を目指
す 

・職員研修の

充実 

・協力校への

テレビ会議シ

ステム運用の

試行実施 

 
 
 
Ｃ 

ＩＣＴを活用する
職員が増えてきて
いる。テレビ会議シ
ステム運用の試行
ができなかった。チ
ームをつくり、引っ
張るリーダーシッ
プが必要である。 
 

キャリ
ア教育 
(進路 
指導) 

進路意識
･職業意
識の向上 

入学時から計画
的･組織的進路指
導を実施、生徒の
意識向上を図る 

新規の進路決
定を必要とす
る生徒全員を
対象とする進
路指導の充実 

・就職ゼミ、

卒業生等によ

る体験講話の

実施 
・学年段階に
応じた進路指
導の実施 

 
 
 
Ａ 

就職ゼミ、合格体験
発表会、進路説明会
、通信制大学説明会
など計画通り実施
した。卒業学年会を
開催し、円滑な進路
指導に繋がった。 

体験学習
の充実 

体験学習を通し
て、生徒の卒業後
の社会的自立支
援を行う 

進路決定を次
年度に控えた
生徒全員を対
象とした体験
学習の実施 

・ハローワー

クの活用 
・専門学校の
職業体験学習
の活用 

 
 
Ｂ 

計画通り実施した。
ハローワーク体験、
職業体験学習とも
参加者がやや減少
した。 

進路決定

率の向上 

進路相談、進路学
習指導の充実を
図り、生徒の進路
実現を支援する 

新規の就職･
進学率の前年
度比５％増を
目指す 

・学習会によ
る進路学習支
援の充実 

 
 
Ｂ 

進学合格率は７７
％で昨年並み、就職
合格率は５５％で
やや減少している
が、応募者数は増加
した。 

 
生徒  
指導 
 

コミュニ

ケーショ

ン能力の

向上 

行事などへの参

加率向上 
 

参加率の前年

度比５％増 
 

・行事内容の

工夫改善 
・行事開催の
周知徹底 

 
 
Ｂ 
 

クラスマッチは
一種目で実施し参
加率が向上し、また
クラス及び学年の
交流の場にできた。 

主体性の
向上 
 

主体的に参加で

きる行事づくり 
 

生徒会役員に

よる行事の企

画・運営への

積極的な参画 
 

・生徒会役員

の育成 
・行事内容の
工夫改善 
・「ゆうつう
新聞」（生徒
会新聞）紙面
充実 
 
 

 
 
 
 
Ｂ 
 
 

・校内外の行事（定

通文化大会、九通研

生徒会交流会等）を

主体的に運営した。 

・生徒会役員を各学

年から選出し、より

円滑な活動と行事

の充実を目指す。 



人権教
育の推
進 

生徒相談

・生徒理

解の充実 
 
 

学級の枠を超え
て相談できる体
制を整備する 

全校生徒を対
象に、半期２
回以上の個人
面談を実施し
、ＳＣ・ＳＳ
Ｗ活用を推進
する 

・生徒･保護者

全員への相談

窓口の周知 
・生徒全員の
定期的な担任
面談実施 

 
 
 
Ａ 
 
 
 

生徒理解研修を通
して職員間の情報
交換を行い、生徒へ
の対応ができた。 
担任がＳＣ・ＳＳＷ
と連携して生徒支
援を行うことがで
きた。 
 

全生徒を
対象とし
た人権教
育の推進 

人権教育講演会
等への生徒の出
席率向上 

講演会、生活
体験発表会等
への参加率を
前年度以上と
する 

・内容、方法、

生徒への周知

等の改善 
・「図南」に
特集記事を掲
載 
・ＨＰ等によ
る広報活動の
推進 

  
 
 
 
Ｂ 
 
 
 
 

「図南」に特集記事
を掲載したり、ＨＰ
を使った広報活動
を行うことができ
た。講演会では昨年
度以上の生徒の出
席率が達成できず、
今後の改善が望ま
れる。 

命を大切
にする心
を育む指
導 

全ての教育活動
における働きか
けを通した、生徒
・職員の自他尊重
の感覚の育成 

人権尊重を基

盤にした授

業、特別活動

等の実施 
職員自身の人
権感覚と実践
力の向上 

・啓発資料の

発行と活用 
・校内外での
研修への参加 

 
 
 
Ｂ 
 
 
 

生徒一人一人に行
き届いた教育の実
践ができた。全職員
が校外研修に参加
し、自らの人権感覚
を磨くことに努め
た。 

いじめ
の防止
等 

いじめ等
の問題行
動の未然
防止 
 

全職員による組
織的対応 

年２回の全体
調査と個人面
談の実施 

・定期的な担
任面談、登校
指導、巡回指
導等 

 
Ａ 
 
 

全職員の連携で
早期解決へ至った。
今後も未然防止す
る体制を維持する。 

生徒･保護者及び
職員間の共通理
解の向上 

生徒と保護者
への啓発活動
の充実 

・生徒と保護
者への周知方
法や広報内容
の改善 

 
Ｂ 
 
 

啓発資料等を活
用して周知できた。
今後は一層の共通
理解の向上を図る。 

特別支

援教育 

インクル
ーシブ教
育に根ざ
した教育
活動の推
進 
 

「わかる面接指
導・レポート指導
」の研究･実践 

多様な個性･
特性がある生
徒に対応でき
る「わかる面
接指導・レポ
ート指導」等
の研究実施 

・職員研修の

推進 
・レポートの
改善研究 
・特別スクー
リングの周知
徹底、スムー
ズな運用 

Ａ 

前期と後期に１回
ずつ職員研修を行
い、ユニバーサルデ
ザインの授業づく
りや困り感のある
生徒への対応につ
いて、共通理解を深
めることができた。
特別スクーリング
の周知、運用もスム
ーズにできた。 
 

特別支援教育支
援員の活用を含
めた学校全体の
支援体制の充実 

支援対象生徒
とその周囲の
生徒がともに
安心できる環
境整備（理解
推進･職員の
対応力向上） 

・職員研修の

推進 

・個別の教育

支援計画・指

導計画の作成

と活用 

・保護者･生徒

への広報及び

周知 
・対象生徒保
護者との連携 

Ｂ 

移動教室の支援や
生徒との面談等、特
別支援教育支援員
と連携ができた。S
SWやSC等とも連携
しながら、保護者対
応も円滑にできた。
個別の支援計画や
指導計画を活用し
た計画的・組織的な
支援のあり方につ
いて検討したい。 



教育 

課程 

「確かな
学力」を
育む指導
･評価 

 

「確かな学力」を
育む面接指導、レ
ポート添削、レポ
ート改訂等の研
究･改善 

アクティブ・
ラーニング及
びレポート改
訂等について
研究 

・教科別校内

研修の実施 

・校外研修へ

の参加 
・他県の情報
収集 

 
 
 
Ａ 
 
 

「レポート改善研
修」を実施し、次年
度へ向けたレポー
ト作成に取り組ん
だ。 
出水中・出水南中・
出水南小の授業見
学に全職員が参加
した。他県の情報は
、九通研などで収
集できた。今後研究
・実践を深めたい。 

職員 

研修 

 

信頼され
る「通信
制」であ
るために 
 

通信制業務に係

る教職員の資質

向上 
 

個人の能力向

上と業務の協

働化を図る 
 

・「通信教育

のしおり」

「受講指導マ

ニュアル」等

に基づいた学

習指導 
・分掌（学年
、部、委員会
）内の情報共
有と分掌間の
連携 

 
 
 
 
 
 
Ｃ 

ヒューマンエラー
による事務ミスが
見られた。複数チェ
ックの徹底等、ミス
を未然に防ぐ態勢
づくりが課題であ
る。生徒の課題等が
多様化・複雑化する
中、分掌間の連携を
より一層積極的に
進め、早期対応に努
めたい。 

教職員として必
要な資質の向上 

三課程合同研
修会（不祥事
防止・危機管
理等） 
外部の研究授
業等への積極
的参加 

・校内研修内

容の充実 
・校外研修の
参加推進 

 
 
 
 
 
Ｂ 

三課程合同校内研
修を計画的・体系的
に実施した。 
11月に熊本で開催
した「九州地区高等
学校通信制教育研
究会総会及び研究
協議会」に全職員が
参加し、先進事例に
学んだり情報交換
を行ったりするこ
とができた。 

地域 

連携（コ

ミュニ

ティ・ス

クール

など） 

熊本地震
の教訓を
踏まえた
、防災意
識の高揚
と地域と
の連携の
強化 

防災意識の高揚
及び地域と一体
となった災害時
の連携体制の推
進 

地域と連携を
強化した避難
所運営の充実 
 
生徒・職員の
防災対応能力
の向上 
 
生徒の学校周
辺地域に対す
る関心・理解
を深める 

・学校運営協

議会の開催 

･学校安心メ

ール登録 

･安全点検、避

難訓練等の実

施 

･各教科の学

習内容に関連

した防災教育 
･総合学習「江
津湖散策・清
掃活動」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ｃ 

学校運営協議会を
４回開催し、地域や
行政機関等との連
携を進めた。 
学校安心メール登
録率82.3％（1月31
日現在） 
12月に3課程合同の
防災避難訓練を初
めて実施し、防災士
等からの助言を得
た。 
7月から「ぼうさい
通信」を発行し、防
災意識の高揚を図
った。 
総合学習「江津湖散
策・清掃活動」に生
徒14人が参加し、地
域の自然や文化へ
の理解を深めた。参
加者増が課題であ
る。 

 



 

４ 学校関係者評価 
（１） 通信制における生徒募集や学力向上の取組、キャリア教育と進路実績、いじめ防止に

向けた取組や生徒会活動等、教育活動全般に関して概ね肯定的な評価が得られた。 
（２） 授業におけるＩＣＴの活用に積極的に取り組んでいる。遠隔授業などの先進的な取組

については環境整備とチームリーダーの役割が重要である。 

 

５ 総合評価 
（１） 思考力、判断力、表現力等を育む学習指導の工夫・改善について全職員で取り組み、

目に見える成果として次年度のレポート集の内容改訂を行った。 
（２） キャリア教育に関する計画的な取組等の成果が就職・進学実績に現れている。一方、

進路目標の早期設定や試験に向けた十分な準備等、目標達成のための取組をより一層
充実させる必要がある。 

（３） いじめの防止、特別な支援を必要とする生徒への支援について、組織的な取組ができ
ており、安心・安全な学校生活につながっていると評価できる。 

 

６ 次年度への課題・改善方策 
（１） 思考力、判断力、表現力等を育む面接指導・添削指導の在り方について、引き続き研

究・実践を行い、確かな学力を身に付けさせる。 
（２） キャリア教育のより一層の充実を図るとともに、それぞれの生徒の進路目標や学力に

応じた指導を充実させ、進路意識の高揚及び進路希望の実現を目指す。 
（３） 学校行事等特別活動のさらなる充実を図るとともに生徒の積極的な参加を促し、コミ

ュニケーション能力や主体性の向上を目指す。 
（４） 防災教育の一層の充実を図り、学校安心メールへの登録徹底をはじめ、生徒の防災意

識の高揚と防災対応能力の向上を目指す。 

 
  


